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当
委
員
会
は
、
年
間
活
動

テ
ー
マ
を
「
安
心
・
安
全
の

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
自
転

車
条
例
に
つ
い
て
」
と
定
め
、

条
例
の
制
定
に
向
け
て
活
発

な
委
員
会
活
動
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

【
制
定
ま
で
の
過
程
】

２
月
に
年
間
活
動
テ
ー

マ
を
決
定
し
て
以
降
、
頻
繁

に
委
員
会
を
開
催
し
、
協
議

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

４
月
、
７
月
に
は
行
政
視

察
を
実
施
し
、
先
進
事
例
を

確
認
し
ま
し
た
。
特
に
、
４

月
に
視
察
し
た
京
都
市
で

は
、
７
カ
月
ほ
ど
の
短
期
間

で
、
京
都
市
自
転
車
安
心
安

全
条
例
を
、
議
員
提
出
議
案

と
し
て
制
定
し
て
お
り
、
条

例
制
定
ま
で
の
工
程
に
関

し
、
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を

持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
幅
広
い
意
見
を
聴

く
た
め
、
８
月
１
日
発
行
の

議
会
だ
よ
り
に
て
、
自
転
車

の
安
全
利
用
に
関
す
る
意
見

募
集
を
行
い
、
３
名
の
方
か

ら
意
見
を
い
た
だ
い
た
ほ

か
、
同
じ
く
８
月
に
、
蕨
戸

田
自
転
車
商
組
合
戸
田
支
部

の
方
々
と
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

さ
ら
に
、
10
月
１
日
か
ら

議
会
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン

ト
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
を
広
く
周
知
す
る
た

め
、
市
内
３
駅
で
Ｐ
Ｒ
用
の

戸
田
市
み
ん
な
で
守
ろ
う

自
転
車
の
安
全
利
用
条
例
を
制
定

市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、

今
年
度
か
ら
「
経
営
改
革
プ

ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
持
続
可

能
な
経
営
と
必
要
な
医
療
提

供
体
制
の
確
保
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
診
療
施
設
の
建

て
替
え
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
委
員
会
は
、
約

１
年
間
か
け
て
、
市
民
医
療

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
調
査
・

研
究
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
を
「
市
民
医
療

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
経
営
の

効
率
化
と
よ
り
良
い
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
向
け
て
の
提
言

書
」
と
し
て
取
り
ま
と
め
ま

し
た
。

こ
の
提
言
書
を
踏
ま
え
、

市
民
の
負
担
軽
減
と
利
便
性

の
向
上
に
向
け
て
、
市
民
と

一
体
と
な
っ
て
、
効
率
的
で
、

質
の
高
い
患
者
本
位
の
医
療

の
提
供
に
取
り
組
む
こ
と
を

執
行
部
に
要
望
し
ま
し
た
。

な
お
、
提
言
書
の
概
要
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

　
経
営
の
効
率
化
と
よ
り
良
い

　
　
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
向
け
て

【
１
．
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品(

後
発
医
薬
品)

の
使
用

促
進
に
つ
い
て
】

(1)
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に

関
す
る
記
事
を
掲
載
し
、

普
及
啓
発
を
図
る
こ
と
。

(2)
医
師
会
等
と
協
議
の
上
、

国
民
健
康
保
険
に
お
い
て

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
使

用
に
よ
る
差
額
通
知
サ
ー

ビ
ス
を
導
入
す
る
こ
と
。

(3)
患
者
負
担
の
一
層
の
軽
減

に
向
け
て
、
さ
ら
に
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用

促
進
に
取
り
組
む
こ
と
。

(4)
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
た
診

療
情
報
を
分
析
し
、
そ
の

結
果
を
も
と
に
、
健
康
な

生
活
を
増
進
す
る
よ
う
、

市
民
に
働
き
か
け
て
い
く

こ
と
。

【
２
．
電
子
カ
ル
テ
の
早
期

導
入
と｢

地
域
共
通
診
察
券｣

の
普
及
に
つ
い
て
】

(1)
個
人
情
報
の
保
護
に
配
慮

の
上
、
で
き
る
限
り
早
期

に
電
子
カ
ル
テ
の
導
入
を

図
る
こ
と
。

(2)
市
民
が
身
近
で
適
切
な
医

療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
次
の
３
つ
の
事

項
に
主
体
的
に
取
り
組
む

こ
と
。

①
個
人
の
医
療
・

健
康
情
報
を

管
理
す
る
こ

と
で
、
か
か

り
つ
け
医
や

総
合
病
院
だ

け
で
な
く
、

自
宅
や
救
急

現
場
に
お
い

て
、
い
つ
で

も
自
身
の
情

報
を
閲
覧
で

き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
。

②
医
療
機
関
の

診
察
券
を
１

枚
に
集
約
し

(

地
域
共
通

診
察
券)

、

１
枚
の
診
察
券
で
複
数
の

医
療
機
関
を
受
診
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
。

③
入
院
や
手
術
に
関
す
る
受

入
れ
の
可
否
情
報
を
蓄

積
・
管
理
し
、
救
急
車
内

の
携
帯
端
末
か
ら
、
救
急

患
者
の
受
入
れ
可
能
な
医

療
機
関
を
検
索
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
。

【
３
．
事
業
継
続
計
画(

Ｂ

Ｃ
Ｐ)

の
策
定
に
つ
い
て
】

(1)
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を

踏
ま
え
、
緊
急
時
で
も
施

健
康
福
祉
委
員
会

市
民
生
活
委
員
会

設
の
持
つ
役
割
や
機
能
を

発
揮
で
き
る
よ
う
に
事
業

継
続
計
画
を
策
定
す
る
こ

と
。

(2)
医
療
提
供
施
設
と
し
て
の

機
能
を
保
持
す
る
た
め
、

施
設
整
備
に
当
た
っ
て
、

ベ
ッ
ド
や
家
具
の
移
動
・

転
倒
が
起
こ
ら
な
い
よ
う

に
地
震
対
策
を
徹
底
す
る

こ
と
。
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戸田市みんなで守ろう自転車の安全利用条例の提出について

上記の議案を地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１０９条第７
項及び戸田市議会会議規則第１４条第２項の規定により、裏面のとお
り提出します。

戸田市みんなで守ろう自転車の安全利用条例
自転車は、健康増進に役立ち、地球環境にやさしい、手軽で身近な交通
手段である。また、戸田市は、平たんな地形であることから、自転車走行に
適したまちであり、自転車を利用する市民が増えている。
一方、近年の交通事故は、自転車と歩行者、あるいは自転車同士の事故

の増加が顕著である。子供を始めとする若年者が多く、また急速な高齢化
を迎える本市にとって、自転車施策の充実は重要な課題であり、早急な対
応が必要である。
よって、ここに歩行者、自転車、自動車等の共存と調和を図り、日本一安全
に楽しく自転車が利用できる「自転車の似合うまち」の実現を目指し、この
条例を定める。
（目的）

第１条　この条例は、自転車の安全な利用に関し、市、市民、自転車
を利用する者(以下「自転車利用者」という。)、事業者、関係団体
等の責務を明らかにするとともに、自転車の安全な利用の促進に関
する施策の基本となる事項を定めることにより、自転車及び自動車

チ
ラ
シ
を
、
計
５
５
７
枚
配

布
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

４
名
・
１
団
体
の
方
か
ら
計

14
件
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

そ
の
後
、
全
員
協
議
会
で

の
説
明
を
経
て
、
条
例
の
内

容
を
確
定
、
12
月
定
例
会
初

日
に
委
員
会
提
出
議
案
と
し

て
上
程
し
、
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

【
条
例
の
特
徴
】

条
例
は
、
前
文
、
本
則
15

条
及
び
附
則
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

本
条
例
の
特
徴
と
し
て
、

ま
ず
第
５
条
自
転
車
利
用
者

の
責
務
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
自
転
車
は
車
道

通
行
を
原
則
と
す
る
こ
と
な

ど
、
８
つ
の
遵
守
事
項
を
規

定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

遵
守
事
項
は
道
路
交
通
法
等

の
規
定
と
重
複
し
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
ル
ー
ル
を
知
ら
な

い
自
転
車
利
用
者
が
多
い
こ

と
か
ら
、
本
条
例
を
見
て
、

基
本
的
な
ル
ー
ル
を
理
解
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、
あ
え
て

規
定
し
て
い
ま
す
。

第
９
条
保
護
者
の
責
務
で

は
、
子
供
が
多
い
と
い
う
本

市
の
地
域
性
を
踏
ま
え
、
子

供
に
自
転
車
を
安
全
に
利
用

し
て
も
ら
う
た
め
に
、
最
も

身
近
な
大
人
で
あ
る
保
護
者

が
自
転
車
利
用
の
模
範
を
示

す
よ
う
規
定
し
て
お
り
ま

す
。第

10
条
自
動
車
等
利
用
者

の
責
務
で
は
、
自
動
車
や
原

動
機
付
自
転
車
に
対
し
、
自

転
車
の
車
道
走
行
に
配
慮
す

る
よ
う
規
定
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
自
転
車
を
追
い
越

す
際
に
、
十
分
な
距
離
を
確

保
す
る
な
ど
の
配
慮
を
す
る

こ
と
で
、
自
転
車
の
車
道
走

行
を
促
す
も
の
で
す
。

第
11
条
自
転
車
交
通
安
全

教
育
で
は
、
第
９
条
に
関
連

し
、
幼
児
の
保
護
者
を
対
象

に
、
そ
の
特
性
に
応
じ
た
自

転
車
交
通
安
全
教
育
を
実
施

す
る
こ
と
な
ど
を
規
定
し

て
い
ま
す
。

附
則
で
は
、
条
例
に
基

づ
く
施
策
の
実
効
性
を
担

保
す
る
た
め
、
条
例
施
行

後
５
年
を
目
途
に
、
条
例

の
施
行
状
況
を
検
証
す
る

こ
と
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

条
例
の
全
文
は
、
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
、
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　自転車の安全利用に関する意見募集を行い、意見をいただいた３名の方、意見交換を行った蕨戸田自転車商組合戸田支部の
方々、パブリック・コメントに意見をいただいた４名・１団体の方をはじめ、条例制定に当たり、ご協力いただきました皆様
に、厚く御礼申し上げます。
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ご協力ありがとうございました。 委員会メンバー
  　　　　　　　　委員長 副委員長 　　　　　　　　　  委　　　　　員
総　　務 遠藤英樹 岡嵜郁子 平野　進 神谷雄三 石井民雄 秋元良夫
文教・建設 馬場栄一郎 手塚静枝 榎本守明 細井幸雄 望月久晴 伊東秀浩
健康福祉 召田　厚 冨岡節子 花井伸子 熊木照明 中名生隆 山崎雅俊
市民生活 鈴木麗子 本田　哲 酒井郁郎 三浦芳一 斎藤直子 栗原隆司

市民生活常任委員会

▲議会パブリック・コメントの PR活動（戸田駅） ▲市民医療センター・福祉部へ提言書提出


